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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第71期 

第１四半期連結 
累計期間 

第72期 
第１四半期連結 

累計期間 
第71期 

会計期間 
自平成29年４月１日 
至平成29年６月30日 

自平成30年４月１日 
至平成30年６月30日 

自平成29年４月１日 
至平成30年３月31日 

売上高 （千円） 2,199,362 2,666,669 9,283,542 

経常利益 （千円） 157,887 232,807 599,825 

親会社株主に帰属する四半期 

（当期）純利益 
（千円） 107,919 159,425 429,249 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 111,649 159,421 429,178 

純資産額 （千円） 4,120,735 4,502,697 4,370,945 

総資産額 （千円） 7,569,965 8,687,210 8,065,240 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 134.81 201.66 538.74 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） - － － 

自己資本比率 （％） 53.9 51.5 53.9 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の回復や雇用・所得環境の改善傾向が続き、緩やか

な回復基調で推移しました。一方、海外では新興国をはじめとする経済の鈍化や欧米の政治動向への懸念などによ

り、景気の先行きは不透明な状況で推移しました。

このような状況の中にあって当社グループは、営業部門におきましては、営業活動の効率化と高度化を推進し、

売上拡大に鋭意努力してまいりました。

生産工場及び工事工場におきましては、安全第一のもと、技術の伝承を進めると共に品質の向上やコスト削減を

図り、業績の更なる向上に務めてまいりました。

研究開発などの技術部門におきましては、新技術、新製品・新商品の開発ならびに既存技術の向上に取り組んで

まいりました。

また、海外子会社におきましては、販売体制の強化に努めてまいりました。

その結果、当第１四半期連結会計期間末の財政状態及び当第１四半期連結累計期間の経営成績は、以下のとおり

となりました。

 

① 財政状態

 当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ621百万円増加し、8,687百万円となりまし

た。

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ490百万円増加し、4,184百万円となりまし

た。

 当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ131百万円増加し、4,502百万円となりま

した。

 

② 経営成績 

 当第１四半期連結累計期間の売上高は2,666百万円（前年同四半期比21.2％増）となりました。損益面におきま

しては、営業利益は228百万円（同46.8％増）、経常利益は232百万円（同47.5％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は159百万円（同47.7％増）となりました。

 

 セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

 工事施工は、積極的な提案型営業と高度技術の提供、徹底したコスト削減の実行により、受注拡大に努めました

結果、粉砕ミル工事の受注は減少しましたが、トッププレート工事、連続鋳造ロール工事、プラズマ紛体肉盛工

事、鉄鋼関連の保全工事の受注が増加したことにより、売上高は1,782百万円（前年同四半期比9.9％増）、セグメ

ント利益は256百万円（同11.6％増）となりました。

 溶接材料は、直販体制の優位性を活かし、新規顧客の開拓と既存顧客の更なる深耕による販売力強化に努めまし

た結果、当社の主力でありますフラックス入りワイヤなどの製品の売上高は117百万円（前年同四半期比10.8％

減）また、商品のアーク溶接棒、ＴＩＧ・ＭＩＧなどの溶接材料の売上高は226百万円（同7.0％増）となり、溶接

材料の合計売上高は344百万円（同0.2％増）、セグメント利益は55百万円（同8.4％減）となりました。

 環境関連装置は、自動車産業用粗材冷却装置等の受注が増加したことにより、売上高は352百万円（前年同四半

期比210.1％増）、セグメント利益は55百万円（同186.3％増）となりました。

 その他は、自動車関連のダイカストマシーン用部品の受注が増加したことにより、売上高は187百万円（前年同

四半期比56.7％増）、セグメント利益は12百万円（同71.0％増）となりました。

 

（２）経営方針・経営戦略等

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

 当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、10百万円であります。

 なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 2,604,000

計 2,604,000

 
②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 801,000 801,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

 単元株式数
100株

計 801,000 801,000  ―  ―

 
（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年４月１日～
平成30年６月30日

― 801,000 ― 484,812 ― 394,812

 
（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

10,400
― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

790,100
7,901 ―

単元未満株式
普通株式

500
― ―

発行済株式総数 801,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,901 ―
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②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株式

数（株）
他人名義所有株式

数（株）
所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

特殊電極株式会社

兵庫県尼崎市

昭和通二丁目

２番27号

10,400 ― 10,400 1.30

計 ― 10,400 ― 10,400 1.30

 （注） 株主名簿上は当社名義株式が10,452株あり、当該株式のうち52株は上記「発行済株式」の「単元未満株式」

欄に含めております。

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から

平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,057,648 2,049,397 

受取手形及び売掛金 3,004,953 3,420,361 

電子記録債権 469,827 459,295 

商品及び製品 517,528 580,244 

半成工事 474,288 608,659 

原材料及び貯蔵品 85,534 76,546 

その他 61,473 81,264 

貸倒引当金 △22,061 △20,857 

流動資産合計 6,649,193 7,254,912 

固定資産    

有形固定資産 971,393 967,560 

無形固定資産 18,885 15,761 

投資その他の資産 425,767 448,976 

固定資産合計 1,416,047 1,432,298 

資産合計 8,065,240 8,687,210 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,260,644 2,625,653 

短期借入金 60,000 60,000 

未払法人税等 92,769 109,409 

賞与引当金 242,855 86,463 

工事損失引当金 10,204 10,664 

その他 278,741 557,840 

流動負債合計 2,945,216 3,450,032 

固定負債    

退職給付に係る負債 578,826 564,179 

その他 170,253 170,301 

固定負債合計 749,079 734,480 

負債合計 3,694,295 4,184,513 

純資産の部    

株主資本    

資本金 484,812 484,812 

資本剰余金 394,812 394,812 

利益剰余金 3,578,196 3,709,953 

自己株式 △40,268 △40,268 

株主資本合計 4,417,552 4,549,309 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,536 9,200 

為替換算調整勘定 1,634 1,237 

退職給付に係る調整累計額 △85,173 △82,353 

その他の包括利益累計額合計 △73,003 △71,916 

非支配株主持分 26,395 25,304 

純資産合計 4,370,945 4,502,697 

負債純資産合計 8,065,240 8,687,210 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 2,199,362 2,666,669 

売上原価 1,591,828 1,980,303 

売上総利益 607,534 686,366 

販売費及び一般管理費 451,685 457,641 

営業利益 155,848 228,724 

営業外収益    

受取利息 115 120 

受取配当金 917 1,658 

駐車場収入 608 753 

その他 941 2,195 

営業外収益合計 2,581 4,727 

営業外費用    

支払利息 244 196 

駐車場収入原価 213 229 

為替差損 56 218 

その他 27 － 

営業外費用合計 542 644 

経常利益 157,887 232,807 

特別利益    

固定資産売却益 499 549 

特別利益合計 499 549 

特別損失    

固定資産除却損 132 108 

特別損失合計 132 108 

税金等調整前四半期純利益 158,254 233,248 

法人税、住民税及び事業税 77,712 100,780 

法人税等調整額 △26,127 △26,246 

法人税等合計 51,584 74,533 

四半期純利益 106,670 158,714 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,248 △710 

親会社株主に帰属する四半期純利益 107,919 159,425 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 106,670 158,714 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,080 △1,335 

為替換算調整勘定 218 △777 

退職給付に係る調整額 2,679 2,820 

その他の包括利益合計 4,978 706 

四半期包括利益 111,649 159,421 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 112,788 160,513 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,139 △1,091 
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 27,972千円 28,176千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 28,019 35.0 平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年６月30日）

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 27,669 35.0 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  工事施工 溶接材料 環境関連装置 計 

売上高                

外部顧客への売 

上高 
1,622,667 343,380 113,682 2,079,730 119,632 2,199,362 － 2,199,362 

セグメント間の

振替高 
－ 85,496 － 85,496 11,499 96,995 △96,995 － 

計 1,622,667 428,877 113,682 2,165,227 131,131 2,296,358 △96,995 2,199,362 

セグメント利益 230,081 60,878 19,538 310,498 7,259 317,757 △161,908 155,848 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に自動車産業向けのアルミ

ダイカストマシーン用部品の販売であります。

２．セグメント利益の調整額△161,908千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費及び技術試験費）であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  工事施工 溶接材料 環境関連装置 計 

売上高                

外部顧客への売 

上高 
1,782,578 344,099 352,494 2,479,172 187,497 2,666,669 － 2,666,669 

セグメント間の

振替高 
－ 69,768 － 69,768 14,727 84,496 △84,496 － 

計 1,782,578 413,868 352,494 2,548,941 202,224 2,751,165 △84,496 2,666,669 

セグメント利益 256,845 55,774 55,937 368,557 12,414 380,971 △152,246 228,724 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に自動車産業向けのアルミ

ダイカストマシーン用部品の販売であります。

２．セグメント利益の調整額△152,246千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用（主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費及び技術試験費）であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項 

 前第２四半期連結会計期間から、「その他」に含まれていた「環境関連装置」について量的な重要性が増し

たため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの区分

に基づき作成したものを開示しております。

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

 １株当たり四半期純利益金額 134円81銭 201円66銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
107,919 159,425

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
107,919 159,425

普通株式の期中平均株式数（株） 800,548 790,548

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

    平成30年８月９日

特殊電極株式会社    

取締役会 御中    

 

  有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千  﨑   育  利  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉  村   康  弘  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている特殊電極株式会

社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平成

30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、特殊電極株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 （注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

2018/08/14 10:52:07／17392427_特殊電極株式会社_第１四半期報告書


	表紙
	目次
	中表紙
	第一部【企業情報】
	第１【企業の概況】
	１【主要な経営指標等の推移】
	２【事業の内容】

	第２【事業の状況】
	１【事業等のリスク】
	２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
	３【経営上の重要な契約等】

	第３【提出会社の状況】
	１【株式等の状況】
	（１）【株式の総数等】
	（２）【新株予約権等の状況】
	（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
	（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】
	（５）【大株主の状況】
	（６）【議決権の状況】

	２【役員の状況】

	第４【経理の状況】
	１【四半期連結財務諸表】
	（１）【四半期連結貸借対照表】
	（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
	【四半期連結損益計算書】
	【四半期連結包括利益計算書】


	２【その他】


	第二部【提出会社の保証会社等の情報】
	四半期レビュー報告書



